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1 生涯健康対策の充実 

地域における保健・福祉の向上及び増進を図るため、健康づくり、母子保健、栄養・食生活に

かかわる施策や歯科保健対策などを市町村や各団体等と連携して実施しました。 
 

(1) 禁煙・受動喫煙対策 

ア 地域禁煙推進サポート事業（平成 17年度～） 

がんをはじめとする生活習慣病予防対策推進のため、生活習慣病の大きな要因で

ある喫煙率の低下を目指し、生徒向け喫煙防止教育を実施しました。 
 

(ア) 地域禁煙サポート教育 

開催日 
（掲載日） 

内    容 対  象 参加者数 

７月14日 
神奈川県立厚木中央高等学校 
たばこ受動喫煙防止普及啓発教育 
「たばこクイズ・たばこの害について」 

学生及び教職員 88 

９月13日 
神奈川県立厚木清南高等学校 
たばこ受動喫煙防止普及啓発教育 
「たばこクイズ・たばこの害について」 

学生及び教職員 231 

12月1日 
神奈川県立相模向陽館高校 
たばこ受動喫煙防止普及啓発教育 
「たばこクイズ・たばこの害について」 

学生及び教職員 239 

 
（イ）地域禁煙サポート相談（随時個別・出張） 

         今年度 実績なし 

 

イ 受動喫煙防止対策 

「健康増進法」及び「神奈川県公共的施設における受動喫煙防止条例」に基づき

受動喫煙の未然防止を推進するため、施設管理者向け説明会、県民への受動喫煙の

防止に係る周知キャンペーン、戸別訪問等を実施しました。 

 

（ア）施設管理者向け説明会の実施 

項     目 回数 参加者数 

食品衛生責任者等講習会等 9 705 
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（イ）県民向け周知啓発キャンペーンの実施 

開催日 内    容 
肺チェッカーに
よる肺の実年齢
測定体験者数 

たばこクイズ 
参加者数 

5月13・14日 厚木市緑のまつり 119  

6月4日 愛川町あいかわ健康フェスタ 48 48 

8 月 5・6 日 あつぎ鮎まつり 35 46 

10月14日 松蔭大学大学祭 52 34 

10月21・ 
  22日 

神奈川県立厚木北高等学校 
文化祭 

50  

10月22日 愛川町ふるさとまつり 54 31 

11月3日 
神奈川県立厚木商業高等学校
学園祭 

 24 

11月4日 神奈川工科大学大学祭 59 63 

11月19日 海老名市民まつり 65 35 

12月23日 
宮ケ瀬クリスマス 

みんなのつどい  20 

      その他、５会場にてポスター展示とチラシ等配布のみ実施 

 

(ウ) 戸別訪問等実施件数（市町村別延件数） 

地 域 訪問等件数 

厚木市 67 

大和市 141 

海老名市 31 

座間市 16 

綾瀬市 9 

愛川町  

清川村 5 

その他  

合 計 269 

 

 (エ) その他の周知活動 

来所、電話相談への対応等 
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(2) 母子保健対策 

ア 養育支援事業（平成 17年度～） 

小児慢性特定疾病児などの障害や疾病により長期に療養する子どもとその保護者等

が、地域で健康な生活を送れるように、子どもの発育発達及び保護者等の養育を支援す

る事業を、医療･福祉･教育等の関係機関と連携しながら実施しました。 
 

（ア）訪問指導実施状況 

区分 

市町村名 
実人数 延人数 

総   数 35 109 

厚  木  市 11 24 

海 老 名 市 12 52 

座  間  市 11 28 

愛  川  町 1 5 

清  川  村   

 

（イ）所内指導実施状況 

区分 

種別 
実人数 延人数 

指導方法 

面接 電話 文書･メール 

総   数 133 537 82 394 61 

障 害 児 24 139 12 111 16 

小 児 特 定 109 398 70 283 45 

 

（ウ）集団指導 

ａ 養育支援教室 

教 室 名 開催日 内  容 講 師 等 参加者数 

小児慢性特定

疾病講演会 
8 月 25 日 

「きょうだい児への関

わりについて～皆で支

え合う子育てに向けて

～」 

1 講演 

2 体験談 

1 えびなファミリーク

リニック ソラーレ 

放課後等デイサービス・

児童発達支援オトノハ 

山下愛茜 医師 
2 当事者 

28 

 

ｂ 親の会支援 

教  室  名 回数 内   容 参加延人数 

ダウ ン症 児親 の 会  ひ ま わ り 会 5 
情報交換・交流会・ 

学習会 
66 
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（エ）療育体制の整備 

ａ 管内母子保健担当者会議 

開催日 内  容 出席者 出席者数 

5 月 23 日 

1 市町村母子保健事業について 

2 児童相談所の実績と保健師の役割 

3 妊娠期からの児童虐待予防支援事業について 

4 医療的ケア児の在宅療養支援について 

市町村母子保健担
当者、厚木児童相談
所保健師、厚木保健
福祉事務所 

13 

 

ｂ 情報交換会・研修等 

開催日 内  容 出席者 参加者数 

5 月 19 日 

医療的ケア児支援に関わる関係機関・担当者 

情報交換会 

医療的ケア児相談支
援センター県央圏域 
県障害福祉課 
厚木児童相談所 
厚木保健福祉事務所 
厚木保健福祉事務所
大和センター  

11 

7 月 10 日 14 

9 月 4 日 14 

9 月 11 日 10 

10 月 23 日 10 

12 月 5 日 13 

令和 6 年 
2 月 19 日 

13 

7 月 9 日 
（後援） 

アレルギー講習会 

「みんなで学ぼう  

アレルギーを持つ子どもの災害時避難」 

【講師】 

・NPO 法人アレルギーを考える母の会代表 

園部まり子 氏 

・海老名市市長室危機管理課 

地域防災マネージャー、防災士 

野村孝善 氏 

アレルギーを持つ子
と親、支援機関等 

31 

11 月 10 日 
（オンライ
ンと併用） 

研修会 

保育園視察を通して～顔の見える「関係の

第一歩～」   

【講師】 

訪問看護ステーションもみじ 

所長 今堀亜紀 氏 

（医療的ケア児等コーディネーター） 

母子保健委員会実務担当者会議～医療的ケア

児等の在宅療養支援～の 1 部で実施 

管内保育園・幼稚園 
管内市町村 障害福
祉主管課 
管内医療的ケア児 
コーディネーター 

24 
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イ 妊娠期からの児童虐待予防支援事業（令和 2年度～） 

周産期から地域全体で児童虐待予防を推進するため、医療機関、市町村、児童相談所及

び保健福祉事務所による地域連携体制の確立を目指し、会議及び研修等を行いました。 

 
（ア）養育支援連絡票活用件数 

件数（延数） 362 

 
（イ）会議 

平成 27 年度より母子保健委員会実務担当者会議に位置づけました。（P13 参照） 

 
（ウ）情報交換会 

開催日 内  容 出席者 出席者数 

10 月 18 日 
（オンライン 
   開催） 

北里大学病院との連携会議 
北里大学病院、管内及び大和セ
ンター管内市町村、児童相談所 
厚木保健福祉事務所 

24 

 

（エ）研修 

開催日 内  容 講師 対象 参加者数 

12 月 7 日 

妊娠期からの児童虐待予

防支援事業者向け研修会 

「精神科医療の介入が必

要となる妊産婦とは～精

神科産科併設医療機関の

視点から～」 

北里大学医学部  

精神科学 

主任教授       

稲田健氏 

大学病院、管内総合
病院、産科クリニッ
ク、市町村母子保健
担当、県機関等 

39 

12 月 20 日 事例検討会 

かながわ子ども虐

待予防研究会会長 

彦根倫子氏 

厚木市健康づくり課 
厚木保健福祉事務所 

21 

令和 6 年 

1 月 25 日 
事例検討会 

かながわ子ども虐

待予防研究会会長 

彦根倫子氏 

座間市健康医療課 
厚木保健福祉事務所 

16 

2 月 7 日 事例検討会 

かながわ子ども虐

待予防研究会会長 

彦根倫子氏 

愛川町国保年金課・
健康推進課・子育て
支援課 
厚木保健福祉事務所 

12 

3 月 5 日 

妊娠期からの児童虐待予

防支援事業支援者向け研

修会「母子保健における

虐待対応について」 

神奈川県立保健  

福祉大学看護学科 

教授  

臺有桂氏 

産科医療機関、市町
村母子保健担当・児
童福祉担当、県機関
等 

22 

3 月 7 日 

周産期メンタルヘルスに

おける保健・医療・福祉

の連携研修「周産期メン

タルヘルスにおける保

健・医療・福祉の連携に

ついて～クリニックおぐらで

の育児支援について～」 

クリニックおぐら 

臨床心理士  

鈴木佳子氏 

産科医療機関、市町
村母子保健担当・成
人担当等 
 

40 
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ウ 性と健康の相談センター事業 

(旧 生涯を通じた女性の保健相談等事業、旧 思春期相談事業)  

プレコンセプションケアを含めた、男女問わず、性と生殖に関するライフステージに応

じた切れ目のない健康支援を実施するため、相談及び健康教育等を実施しました。 

 

（ア）一般相談 

総 

数
（
件
） 

相談方法 相談回数 相談者 

電
話 

面
接 

そ
の
他 

初
回
相
談 

再
相
談 

本
人 

そ
の
他 

44 43 1  41 3 35 11 

 

総 

数
（
件
） 

相談内容 区分（延数） 

性 

思
春
期 

避
妊 

妊
娠 

産
後 

不
妊
・
不
育 

流
産
・
死
産 

出
生
前
診
断 

予
期
し
な
い
妊
娠 

DV
・
性
暴
力 

メ
ン
タ
ル
ケ
ア 

性
感
染
症 

HT
LV
-1 

婦
人
科
疾
患 

泌
尿
器
疾
患 

更
年
期
障
害 

家
族
関
係 

友
人
関
係 

学
校
の
こ
と 

そ
の
他 

49 4 6 3 10  2     3   7  3   1 10 

 

（イ）健康教育 

開催日 内  容 講師 開催場所 参加者数 

4 月 21 日 
学生合同オリエンテーション 
「保健活動の実際 ハッピー
ライフ支援について」 

保健福祉事
務所 

保健師 

厚木合同庁舎
2 号館 AB 会議
室 

看護学生、保健師
学生、管理栄養士
学生、歯科衛生士
学生  

42 

6 月 27 日 

東京農業大学フレッシュマン
セミナー 
1 講義 

賢く食べて Enjoy life 

2 講義 

「みんなに知ってほしい  

女性と男性のカラダのこと～

10 年後のあなたのために～」 

1 保健福祉
事務所 
栄養士 

 

2 保健福祉

事務所 

保健師 

東京農業大学 
大学 1 年生 

585 
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9 月 7 日 

1 講義 

性感染症講演会 

2 講義 

「自分が思い描く未来のた

めに～自分をたいせつに・相

手をたいせつに～」 

1 保健福祉

事務所 

 医師 

2 保健福祉

事務所 

 保健師 

厚木清南高等
学校 

高校 1、2 年生 
109 

9 月 8 日 
学生合同オリエンテーション 
「保健活動の実際 ハッピー
ライフ支援について」 

保健福祉事
務所 

保健師 

オンライン開
催 

看護学生、保健師
学生、管理栄養士
学生  

39 

9 月 27 日 女性のこころとからだの変化 
保健福祉事
務所 

助産師 

地域活動支援
センター 
 アジール 

通所者、職員等 
10 

11月 14日 
「母子保健事業について～ 

ハッピーライフとともに～」 
保健福祉事
務所 

保健師 

厚木総合専門
学校 

歯科衛生学科 
歯科衛生士学生 
1 年生  

18 

 

（ウ）普及啓発 

開催日 内  容 配布数 

通年 
妊娠 SOS・プレコンセプションケアに係るポスター、カード、

スイングポップの配架、掲示 656 

 

エ 小児の医療援護 
 

（ア）小児慢性特定疾病医療費助成制度（平成27年1月～） 

対象疾病にり患し、対象基準を満たすと認められた18歳未満の児童（18歳到達

時点で認定されており、かつ、その後も引き続き治療が必要と認められる場合に

は20歳未満まで更新可能）を対象に、医療費の一部を助成しました。 

 区分 

 

 

 

 

 

市町村名 

総

 
 

 

数 

悪

性

新

生

物 

慢

性

腎

疾

患 

慢
性
呼
吸
器
疾
患 

慢

性

心

疾

患 

内

分

泌

疾

患 

膠

原

病 

糖

尿

病 

先
天
性
代
謝
異
常 

血

液

疾

患 

免

疫

疾

患 

神

経

・

筋

疾

患 

慢
性
消
化
器
疾
患 

染
色
体
又
は
遺
伝
子
に 

変
化
を
伴
う
症
候
群 

皮

膚

疾

患 

骨

系

統

疾

患 

脈

管

系

疾

患 

厚 木 市 147 29 3 3 29 20 3 7 6 4 2 16 16 5  2 2 

海老名市 91 15 9  20 10 5 4 2 2  12 10 2    

座 間 市 80 11 8 3 14 10 3 3 3 6  8 6 1 1 3  

愛 川 町 13 4 1  1 3    1  1 1 1    

清 川 村 1                1 

合 計 332 59 21 6 64 43 11 14 11 13 2 37 33 9 1 5 3 
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（イ）療育医療給付（昭和36年度～） 

長期療育を必要とする18歳未満の結核児童に対し、指定療育機関に入院させ、

適正な医療を行うとともに、併せて学校教育を受けさせ、心身両面にわたる健

全な育成を図ることを目的とし、給付を行います。 

令和 5年度 申請なし 

 

オ 母子保健委員会 
 

（ア）母子保健委員会 

開催日 内        容 構成員 出席者数 

令和 6 年 

2 月 22 日 

（オンラ

イン会議） 

1 令和 5 年度母子保健委員会実務担当者 

会議報告と次年度の計画 

（1）妊娠期からの児童虐待予防支援事業 

（2）医療的ケア児支援 

2 その他 

 こども家庭センター開設にむけた取組

状況の共有 

医師会代表、神奈川県

立保健福祉大学教授、

管内市町村母子保健

主管課長・障害福祉主

管課長、厚木児童相談

所子ども支援課長・子

ども相談課長、保健福

祉事務所部長 

22 

 

（イ）母子保健実務担当者会議 

保健福祉事務所及び市町村が実施する母子保健関連事業が円滑かつ効果的に

行われるよう、各種の母子保健関連業務の課題の検討や実績等の分析評価を実

施し、母子保健施策の向上を図ることを目的として開催しました。 

開催日 内       容 構成員 出席者数 

11 月 10 日 

医療的ケア児の在宅療養支援 

1 医療的ケア児の受け皿拡大に向け

た取組状況・課題について 

2 管内市町村の取組状況について 

3 その他 

管内市町村 

障害福祉主管課 

保育幼稚園主管課 

県障害福祉課・次世代

育成課 

児童相談所 

25 

 

12 月 11 日 

妊娠期からの児童虐待予防支援事業 

1 情報提供「母子保健の動向と今後 

の展望」 

2 各所の状況共有 

3 当所の取組について 

4 養育支援連絡票の活用について 

管内周産期医療機関、

精神科医療機関、大学

病院、管内市町村母子

保健主管課・児童福祉

主管課、厚木児童相談

所 

25 
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 (3) 生活習慣病予防対策 

ア がん検診普及啓発セミナー（平成 25年度～） 

がん検診受診率の一層の向上を目指して、市町村、保健福祉事務所、ＮＰＯ、関係団体

等が協働して、がん検診受診の啓発活動を行いました。 

[がん検診普及啓発キャンペーン] 

実施日 内  容 対  象 啓発方法 配布数 

4 月～3 月 介護保険実地指導 管内介護保険事業所 リーフレット配布 1113 

5 月 13 日 

5 月 14 日 
厚木市緑のまつり 近隣市民 リーフレット配布 200 

6 月 4 日 
海老名市 
歯とお口のフェスタ 

近隣市民 リーフレット配布 100 

6 月 4 日 
厚木市 
歯と口の健康習慣 

近隣市民 リーフレット配布 200 

6 月 4 日 
愛川町 
健康フェスタあいかわ 

近隣町民 リーフレット配布 100 

6 月 12 日 

6 月 15 日 
セカンドライフセミナ
ー 

参加者 リーフレット配布 115 

9 月 1 日 
オーラルフレイル 
健口推進員育成研修 

参加者 リーフレット配布 16 

9 月 27 日 アジール更年期講習会 参加者 リーフレット配布 10 

10 月 4 日 ひまわり会定例会 家族会参加者 リーフレット配布 8 

 

イ 市町村健康増進事業の自己評価に係る担当者会議 

開催日 内        容 構成員 出席者数 

7 月 14 日 

（オンライ

ン併用開催） 

1 健康増進事業評価表に基づく 

情報交換・意見交換 
 
2 健康増進事業に関連する事項の情

報交換 

所管内7市町村健康増進

主管課担当者 

厚木保健福祉事務所及び 

大和センター 

24 

 

ウ 糖尿病重症化予防事業及び高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業に係る 

実務担当者連絡会 

実施日 内  容 対 象 出席者数 

令和 6年 

1 月 9日 

市町村の取組状況、質疑応答・情報

交換会 
管内市町村 

健康増進主管課担当者 
 国保年金主管課担当者 

59 
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エ 保健医療データ活用事業 健康づくりのためのデータ活用事業 

実施日 内  容 対 象 参加者数 

11 月 15 日 

糖尿病重症化予防事業等評価表に基

づく情報交換 
【助言者】 
うめぞの内科クリニック 

院長 梅園朋也 氏 

厚木保健福祉事務所

及び大和センター所

管内７市町村  

事業担当保健師、 
管理栄養士等 

33 

令和 6年 

1 月 17 日 

（オンライ

ン開催） 

高齢者に特化した糖尿病重症化予防

とは～データの考え方や治療薬の変

遷とチーム医療に焦点をあてて～ 
【講 師】 
東海大学医学部 腎内分泌代謝内科 
准教授 豊田雅夫 氏 
【座 長】 
うめぞの内科クリニック 

院長 梅園朋也 氏 

市町村の糖尿病及び

腎症重症化予防事業

の担当者 
保健福祉事務所 

44 

 

 

 

 (4) 栄養・食生活対策 

ア 特定給食等指導事業（昭和27年度～） 

健康増進法及び小規模特定給食施設の栄養改善に関する条例に基づく特定給食施設等

に対し、講習会や実地指導等により必要な指導・助言を行い、利用者の健康づくりを推進

しました。 

また、給食施設栄養管理報告書により栄養管理状況の把握を行うとともに、各施設にお

ける栄養管理の充実を図りました。 

特定給食施設等講習会は、令和4年度は新型コロナ感染症の感染拡大に伴いオンライン

研修により実施しましたが、今年度は新型コロナウイルス感染症が5類感染症に移行した

ことから、講習会の目的や対象等に合わせて開催しました。 

 
（ア）特定給食施設等講習会 

対象 開催日 内  容 
開催方法 

等 

参 加 

施設数 

参加 

者数 

全
施
設 

令和 6年 

2 月 14 日 

～3月 5日 

講義「超・基礎！目標栄養量の設定と献

立作成～おいしくかつ目標栄養量を満

たす食事提供のポイント～」 
講師：公立大学法人神奈川県立保健福祉 

大学 栄養学科 准教授 

駿藤 晶子 氏 

動画配信 89 140 
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介
護
保
険
施
設 

10 月 12 日 

1 事例発表 
（1）「志田山ホームでの栄養・食事管

理について～栄養ケア・マネジメントに

おける施設内連携～」 

発表者：志田山ホーム 管理栄養士 

直井 聡美 氏 

（2）「介護老人保健施設せせらぎでの

栄養・食事管理について～栄養ケア・マ

ネジメントの実施に向けた医療機関等

との連携～」 
発表者：介護老人保健施設せせらぎ 

管理栄養士 和田 悠 氏 
2 情報交換 

集合研修 

（厚木合

同庁舎） 

21 22 

社
会
福
祉
施
設 

10 月 20 日 

1 事例発表 
「厚木精華園での栄養・食事管理につい

て～いつまでも口から食べたい！を支

えるために～」 
発表者：社会福祉法人かながわ共同会 

厚木精華園 管理栄養士 
与那原 通子 氏 

2 情報交換 

集合研修 
（厚木合

同庁舎） 
7 7 

事
業
所
・ 

寄
宿
舎
等 

11 月 6日 

～11月30日 

講義「健康に起因する交通事故と労働災

害の防止～食を通した安全対策と生活

習慣病予防～」 
講師：独立行政法人労働者健康安全機構 

神奈川産業保健総合支援センター 
産業保健専門職 西尾 泉 氏 
産業保健相談員 平澤 芳恵 氏 

動画配信 13 27 

病
院
・
介
護
保
険
施
設
・ 

社
会
福
祉
施
設
・
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等 

令和6年 

1月15日 

1 講義「高齢者 CKD の食事療法ではどの

ように対応したらよいか」 
講師：女子栄養大学栄養学部 実践栄養

学科 准教授 府川 則子 氏 
 
2 情報交換 

オンライン

併用研修 
（厚木合同

庁舎） 

37 40 

学
校
・
児
童
福
祉
施
設
・ 

 
 

社
会
福
祉
施
設 

1 月 22 日 

 

動画配信： 

2月 20 日 

～3月20日 

講義「子どもたちの育ちと摂食機能につ

いて」 
講師：昭和大学歯学部 口腔衛生学講座 

専任講師 内海 明美 氏 

オンライン

併用研修 
（あつぎ市

民交流プ

ラザ及び 

動画配信） 

29 59 
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（イ）健康増進法第18条第1項第2号に基づく給食施設指導 

対象336施設に対して364回実施しました。 

区   分 
管理栄養士 
のみいる 

どちらも 
いる 

栄養士 
のみいる 

どちらも 
いない 

施設数 指導件数 施設数 指導件数 施設数 指導件数 施設数 指導件数 

管 理 栄
養 士 配
置 指 定
施設① 

学 校         
病 院 1 1 7 7     
介護老健         
介護医療院         
老人福祉         
児童福祉         
社会福祉         
事業所 8 9 2 2     
寄宿舎 1 1       
その他         

合計 10 11 9 9 0 0 0 0 

1 回 300
食 以 上
又は1日
750食以
上② 
 
（①を 
除く） 

学 校 17 18 4 4 13 15 5 3 
病 院         
介護老健         
介護医療院         
老人福祉         
児童福祉         
社会福祉         
事業所 1    2 1 4 2 
寄宿舎         
その他         
合計 18 18 4 4 15 16 9 5 

1 回 100
食 以 上
又は1日
250食以
上 
 
（①②を 

除く） 

学 校 5 5   3 3 17 8 
病 院 1 1 9 10     
介護老健 3 3 8 8     
介護医療院         
老人福祉 11 16 8 17     
児童福祉 5 5 2 2 19 20 15 16 
社会福祉 1 1 4 4     
事業所 1 1 2 2 1 1 23 21 
寄宿舎 1 1       
その他   1 1 1 1 2 2 

合計 28 33 34 44 24 25 57 47 

そ の 他
の 給 食
施設 

学 校         
病 院 1 1 3 3     
介護老健   1 1     
介護医療院   1 3     
老人福祉 1 1 8 8 2 2 1 1 
児童福祉 7 7 3 3 25 27 17 17 
社会福祉 1 1 3 3 3 3 1 1 
事業所 3 3 1 1 2 2 13 10 
寄宿舎       2 2 
その他 1 1   5 5 23 46 
合計 14 14 20 22 37 39 57 77 
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（ウ）給食施設栄養管理報告書の提出状況 

区    分 対象施設数 提出施設数 電子届出数（再掲） 

学  校 64 64 51 

病  院 22 22 18 

介 護 老 健 12 12 5 

介 護 医 療 院 1  1 1 

老 人 福 祉 31 31 20 

児 童 福 祉 93 93 62 

社 会 福 祉 13 13 11 

事 業 所 63 63 38 

寄 宿 舎 4 4 2 

そ の 他 33 33 13 

合     計 336 336 221 

 

（エ）栄養改善普及運動（平成 29年度～） 

「かながわ健康プラン21（第2次）」における栄養・食生活の目標のうち、食生活の

基本である「主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が1日2回以上の日がほぼ毎日の者

の割合の増加」を推進するため、「主食・主菜・副菜をそろえた食事」をテーマとし、

事業所の社員の健康づくりと給食に関わる担当者支援や食環境整備を目的に、働く世

代への働きかけを重点的に取り組みました。 

今年度は新型コロナウイルス感染症が5類感染症に移行したことから、対面での取組

を中心に、全保健福祉事務所・センターが共同作成した媒体（食育を支援するための

ポスター）を配布し、事業所における健康づくりの推進を支援しました。 

支援方法 
支援施設数

※ 
支援内容 

ハイリスクアプローチ 

・事業所に出向いての展示

/講話 

事業所 

3施設 

事前打合せでの要望を踏まえ、バランス

良くそろえて食べるポイントの展示や、チ

ェック表による食習慣の可視化と「食べ方

のコツ」等についての講話を行った。 

（参加者数…延べ 137 人） 

ポピュレーション 

アプローチ 

・郵送等による媒体の提供 

事業所 

64 施設 

寄宿舎 

  4 施設 

栄養改善指導用媒体（ポスター：A2版）

を作成。活用状況の把握及び今後の取組の

参考とするため、ポスターと併せてアンケ

ートにご回答いただいた。 

※事業実施時点施設数 
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イ 栄養・食生活施策の企画・運営 

（ア）地域食生活対策推進協議会（平成元年度～） 

地域で総合的な食生活改善活動を効果的に推進していくことを目的として、

食生活の実態把握・診断及びそれに基づく食生活改善方策、関連分野との連携

について協議しました。 

〔協議会〕 

開催日 内 容 場 所 構成員 出席者数 

令和 6年 

2月16日 

テーマ「高齢者の食生活支援体

制づくり」～自然にフレイル予

防になる食環境づくり～ 

（1）支援者用媒体の活用状況

について 

（2）スーパー等でのフレイル

に関するアンケート調査

及び普及啓発について 

（3）今後の取組について 

厚 木 合 同

庁舎2号館 

AB 会議室 

学職経験者、5 市町

村健康づくり主管課

長・高齢者事業主管

課長、保健福祉事務

所長 

9 

 

〔実務担当者会議〕 

開催日 内 容 場 所 構成員 出席者数 

9月 29 日 

（1）支援者用媒体の活用状況

について 

（2）スーパー等での普及啓発

について 

（3）フレイルの認知度及び行

動に関する調査について 

厚 木 合 同

庁舎2号館 

AB 会議室 

学識経験者、5 市町

村健康づくり主管課

栄養士・高齢者事業

主管課保健師等・地

域包括支援センター

看護師等 

8 

 

〔フレイルの認知度及び行動に関する調査〕 

目的 

スーパーマーケット等の来店者を対象にアンケート調査を実施し、地域高齢

者の実情を把握することで、今後のフレイル予防に係る普及啓発の基礎資料

とする。 

方法 
スーパーマーケットやドラッグストアに来店した高齢者に対する聞き取り調

査 

期間 令和5年11月～令和6年1月 

場所 管内のスーパーマーケット及びドラッグストア9店舗 

協力者数 705名（うち管内居住者669名（65歳以上625名、65歳未満44名）） 

 

（イ）国民健康・栄養調査（昭和20年度～） 

  今年度 実施なし 
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ウ 地域・医療・福祉・介護領域と連携した栄養・食生活支援体制づくり 

（ア）市町村と連携した栄養・食生活対策 

ａ  管内栄養改善業務連絡調整会議 

保健福祉事務所と市町村の栄養改善業務の効果的推進及び共有化を図るため、会

議を開催しました。 

開催日 内 容 場 所 構成員 出席者数 

4月 24 日 

（1）栄養改善業務の年間計画

について 

（2）食生活改善推進員の養

成・育成について 

（3）その他 厚 木 合 同

庁舎1号館 

C 会議室 

市町村及び保健

福祉事務所の栄

養改善業務担当

者 

13 

10月 23日 

（1）栄養改善業務の進捗状況

について 

（2）高齢者の保健事業と介護

予防の一体的実施に係る

取組について 

（3）その他 

11 

 

ｂ  技術・業務支援 

市町村名 内 容 

厚木市 

食生活改善推進員養成講座修了式への出席 

厚木市食生活改善推進団体研修会の講師 

厚木市お口の健康講座の講師 

海老名市 

食生活改善推進員養成講座開講式・修了式への出席 

海老名市食育ポスターコンクールの委員 

海老名市学校給食献立コンテストの委員 

座間市 

食生活改善推進員養成講座開講式・修了式への出席 

座間市食生活改善推進団体研修会の講師 

座間市介護予防講演会の講師 

愛川町 愛川町庁内栄養士業務連絡会議栄養士部会の講師 

 

（イ）若い世代への食生活支援体制づくり事業（平成21年度～） 

若い世代への食生活支援体制づくりについては、平成21年度～27年度まで地域

食生活対策推進協議会において取り組み、事業終了後も当所ホームページの栄

養・食生活のページの充実やＸ（旧ツイッター）を活用した情報発信等を継続し

て実施してきました。 

今年度は、令和4年度に実施した「若い世代の食生活に関する実態調査」の結

果を踏まえ、若い世代の朝食欠食率の低下及び野菜摂取量の増加を図るため、学

生食育ボランティアと連携した取組を行いました。 
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a 学生食育ボランティア養成講座 

 当所管内5大学から学生食育ボランティアを募集し、応募のあった学生に対し

養成講座を行いました。 

 

b SNSを通じた情報発信 

 学生食育ボランティアから募集した「朝食れぽ（主食となるものを含んだ朝

食）」及び「ベジれぽ（野菜を積極的に取り入れた昼食・夕食）」をⅩ（旧ツイッ

ター）に投稿しました。 

 

c 大学学生食堂取材 

 食堂を健康づくりに活かしている学生食堂を学生食育ボランティアと取材し、

ホームページに掲載しました。 

 

d 学生食育ボランティア活動内容検討会 

 若い世代に向けた効果的な情報発信に向け、学生食育ボランティアとの情報

交換や取組内容の検討を行いました。 

 

（ウ）地域保健活動推進研修（平成18年度～） 

地域の栄養・食生活改善活動を包括的に推進し、関係機関や団体それぞれが実施する

食生活・健康増進対策の取組を支援するために、県・市町村等の食育担当者を対象に研

修を行いました。（歯科と共催） 

開催日 内   容 場 所 対  象 参加者数 

令和 6年 

1 月 22 日 

（集合、オ

ンライン） 

2月 20 日 

～3月 20 日 

（動画配信） 

子どもたちの育ち

と摂食機能につい

て 

（厚木市児童発達

支援センターひよ

こ園「家族教室」と

合同開催、特定給食

施設等種別講習会

と合同開催） 

（再掲） 

あつぎ市民

交流プラザ 

ミュージッ

クルーム 

（オンライ

ン併用） 

ひよこ園通園児の保護

者、当所歯科保健事業に

受診している保護者、市

町村児童発達支援センタ

ー等の職員、行政の歯科

医師・歯科衛生士・保健

師・栄養士・保育士、特

定給食施設等（学校・児

童福祉施設・社会福祉施

設）の職員等 

162 
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（エ）各領域と連携した栄養・食生活対策推進事業（平成18年度～） 

地域特性に応じた食環境づくりを推進するため、関係機関・団体と連携してその取組を

支援し、地域における栄養・食生活対策の推進を図りました。 

    区分 

内容 

集 団 指 導 
対  象 

延回数 参加者数 

職域等と連携した生活習慣

病予防対策（地域・職域の健

康教育と合同実施）（再掲） 

（退職準備セミナー） 

2 103 
駐留軍等労働者のうち 51

歳以上 60歳未満の希望者 

関係機関と連携した介護予

防のための低栄養対策 

（オーラルフレイル講習会） 

1 9 60 歳以上の市内在住者 

学校等と連携した食生活自

立支援対策 

（フレッシュマンセミナー） 

2 585 大学新入学生 

 

（オ）人材育成（食生活改善推進団体あゆみ会の育成） 

地域の健康づくりの推進役として、食生活改善の自主的な実践活動や県の委託事業を

展開するための育成指導を行いました。 

内 容 回 数 延人数 

総会（講演会） 1 34 

育成研修会・交流会 3 107 
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エ 専門的栄養指導・食生活支援事業（平成6年度～） 

慢性疾患及び難病等や、養育上の課題を持つ児（未熟児や嚥下障害児等）及びそ

の保護者に対し、個々に対応した相談を行いました。 

また、食生活支援者に対し、研修会を開催しました。 

 
（ア）専門栄養相談 

肝臓 

疾患 

腎臓 

疾患 
難病 障害児･者 

高齢者等

の低栄養 
ハイリスク児 その他 合計 

1  1  1 3 1 7 

 

（イ）各種疾病別栄養指導教室 

教  室  名 内 容 回 数 参加者数 

実施なし    

 

（ウ）食生活支援担当者研修会 

開催日 内   容 場 所 対  象 参加者数 

令和 6年

1月15日 

高齢者CKDの食事療

法ではどのように

対応したらよいか 

（特定給食施設等

種別講習会と合同

開催）（再掲） 

厚木合同庁舎

2 号館 AB 会議

室（オンライ

ン併用） 

特定給食施設等（病院、介

護保険施設、社会福祉施

設、有料老人ホーム等）、市

町村健康づくり主管課、

高齢者医療主管課、保健

福祉事務所・センターの

管理栄養士・栄養士等、

市町村事業に関わる地域

栄養士 

61 
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オ 栄養表示等普及啓発及び活用推進事業（平成8年度～） 

健康づくりや生活習慣病予防のために、栄養表示等の普及啓発と活用を推進するととも

に、管内事業者を対象に栄養表示の適正化について指導を行いました。 

 

（ア）普及啓発講習会 

    区分 

対象 
回 数 参加者数 内        容 

事 業 者    

消 費 者 19 344 栄養表示の活用について 

給 食 施 設 4 137  

合 計 23 481  

 

（イ）事業者に対する表示適正化指導（食品表示法） 

内容 

 

区分 

食品表示法 

合計 栄養表示 栄養機能食品 機能性表示食品 

加工食品 生鮮食品 添加物 加工食品 生鮮食品 加工食品 生鮮食品 

事前相

談･指導 

件数 9       9 

延回数 10       10 

適正化 

指導 

件数  1       1 

延回数   1       1 

 

（ウ）事業者に対する表示適正化指導（健康増進法） 

内容 

区分 

健康増進法 

合計 
特別用途食品 

   
虚偽誇大表示 

特定保健用食品(再掲) 

事前相談･

指導 

件数    0 

延回数    0 

適正化 

指導 

件数    0 

延回数    0 
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 (5) 歯科保健対策 

ア 歯及び口腔の健康づくり推進委員会 

（ア）歯及び口腔の健康づくり推進委員会（平成 15年度～） 

保健福祉事務所管内の歯及び口腔の健康づくりに係る事項について、関係者が協議、

意見交換し、歯科保健事業の効果的かつ円滑な推進を図ることを目的として開催しま

した。 

開催日 内 容 構成員 出席者数 

令和 6 年 

1 月 18 日 

（オンライン  

会議） 

1 母子歯科保健の推進にむけて 

 (1) 母子歯科保健部会の報告について 

(2) 歯科口腔保健行動を通じた妊婦支援

にむけて 

(3) 乳幼児う蝕罹患状況における地域差

の改善にむけて 

2 オーラルフレイル対策の推進にむけて 

 (1) 成人高齢者歯科保健部会の報告につ

いて 

 (2) 健口体操の継続によるオーラルフレ

イル対策推進にむけて 

学識経験者 

管内歯科医師会 

地域歯科衛生士 

管内市町村 

母子歯科保健事業 

主管課長 

健康づくり事業主管 

課長 

介護予防事業主管 

課長 

保健福祉事務所長 

18 

 

（イ）母子歯科保健に関する担当者会議（平成24年度～） 

開催日 内 容 構成員 出席者数 

9 月 29 日 

1 歯科口腔保健行動を通じた妊産婦支援に

ついて 

2 管内乳幼児う蝕罹患状況における地域差

改善について 

管内市町村 

母子歯科保健事業 

担当者 

地域歯科衛生士 

10 

 

（ウ）成人・高齢者等歯科保健に関する担当者会議（平成24年度～） 

開催日 内 容 構成員 出席者数 

11 月 20 日 

（オンライン

会議） 

1 厚木保健福祉事務所管内におけるオーラル

フレイル対策について 

2 歯周疾患検診における検診票の見直しにつ

いて（情報提供） 

管内市町村 

成人高齢者歯科 

保健事業担当者 

介護予防事業 

担当者 

11 

 

 

 

 

 

 

 



２６ 
 

 

イ 重度う蝕ハイリスク幼児予防対策事業（平成 7年度～） 

市町村実施の 1 歳児歯科教室、1 歳 6 か月児歯科健診、2 歳児歯科健診等でう蝕ハイ

リスク要因を保有し、継続的な歯科保健指導等が必要と認められる幼児と保護者に対し

て、歯科検診、歯科保健指導、う蝕予防処置等を行いました。 

（ア）歯科検診・う蝕予防処置等の実施状況 

開設 

回数 

受 診 者 数 う 蝕 予 防 処 置 等 （ 件 数 ） 

初診 再診 合計 
フッ化物局所応用 フッ化ジアンミン銀塗布 

合計 
塗布 液磨き 3 歯以下 4 歯以上 

50 63 184 247 225 
 

24 6 255 

 

（イ）初診者の把握経路 

市 町 村 名 

市 町 村 事 業 
保 健 福 祉 

事務所事業 
合 計 1 歳児歯科 

教室・相談 

1歳 6か月児 

歯 科 健 診 

2 歳 児 

歯 科 健 診 
そ の 他 

厚  木  市   3  2 5 

海 老 名 市   7   7 

座  間  市  14 20 1  35 

愛  川  町 1 3 12   16 

清  川  村      0 

合 計 1 17 42 1 2 63 

 

（ウ）初診者のう蝕有病状況 

    区  分 受診者数 
う 蝕 の 状 況 

う蝕あり う蝕の疑い う蝕なし 

市

町

村

事

業 

1 歳児歯科教室・育児相談 1 1   

1 歳 6 か月児歯科健診 17 2 7 8 

2 歳 児 歯 科 健 診 42 13 11 18 

そ の 他 1 1   

保 健 福 祉 事 務 所 事 業 2 1 1  

合          計 63 18 19 26 
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ウ 障害児者等歯科保健事業（昭和 59年度～） 

障害児者や家族等に対し、歯科疾患予防、口腔機能の維持・向上等に関する指導と摂食

機能発達支援を保健師・栄養士とともに行いました。 

（ア）歯科検診・う蝕予防処置等の実施状況 

開設回数 

受診者数 実施内容内訳（延数） 

実

数 

延

数 

口腔内 

診 査 

歯科 

保健 

指導 

摂食・ 

嚥下 

指導 

う蝕予防処置 

フッ化物局所応用 フッ化ジアンミン銀塗布 

塗布 
液磨き 

／洗口 
3歯以下 4歯以上 

個別 71 35 96 67 96 47 46 6 / 5 2  

集団           

計 71 35 96 67 96 47 46 6 / 5 2 0 

（イ）摂食機能発達支援（再掲） 

区分 厚木市 海老名市 座間市 愛川町 清川村 合計 

実数 8 4 6 1  19 

延数 24 5 15 3  47 

 

エ 在宅療養者等訪問口腔ケア推進事業（平成 9年度～） 

在宅で療養する難病患者、障害児者等の歯科疾患予防及び誤嚥性肺炎などの全身疾患

予防のために、歯科検診、口腔観察、歯科保健指導又は口腔ケアを行い、必要に応じて

予防処置又は口腔機能の訓練を行いました。 

（ア）被訪問者数 

区  分 
6 歳以下 7～19 歳 20～39 歳 40～64歳 65 歳以上 合計 

  ※   ※   ※   ※   ※   ※ 

（

把

握

経

路

別

） 

新

規

者 

保 健 福 祉 

事 務 所 事 業 6 (1) 1 (1)       7 (2) 

市町村事業           0 (0) 

家 族 依 頼           0 (0) 

そ の 他           0 (0) 

前年度からの継続者 11 (11)         11 (11) 

被 訪 問 者 実 数 17 (12) 1 (1)       18 (13) 

被 訪 問 者 延 数 26 (21) 1 (1)       27 (22) 

※ 各年齢区分欄の右側:（ ）内は、身障・療育手帳保持者（再掲） 
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（イ）被訪問者（実数）の疾患状況 

区  分 6 歳以下 7～19 歳 20～39 歳 40～64 歳 65 歳以上 合計 

慢性疾患児・障害児 10 1  11 

特 定 疾 患 者 2     2 

脳血管障害後遺症者      0 

認 知 症 者      0 

そ の 他 5     5 

合 計 17 1 0 0 0 18 

 

オ 歯周病予防対策事業（昭和 63年度～） 

歯周病予防に効果的なセルフケア対策として、歯間部清掃用具の活用推進を

図るため、歯間部清掃用具の正しい使用方法等について、実技指導を行いまし

た。 

実施回数 

保健福祉事務所 

歯科保健事業 

参加者 

健康づくり 

団体関係者 
その他 参加者合計 

44 150 
 

69 219 

 

カ フッ化物洗口普及啓発事業（平成 18 年度～） 

う蝕予防対策として効果的なフッ化物洗口を普及させるため、フッ化物洗口の情報普及

を行いました。 

実施回数 普及人数 

41 74 

 

キ 歯の健康づくり事業（平成 27年度～） 

神奈川県歯及び口腔の健康づくり推進計画にて、県民が自ら取り組む行動目標として

掲げた「健口かながわ5か条」の普及を行いました。（国庫補助事業） 

普及対象 母子 
学童 

生徒 
成人 高齢者 その他 

不特定

多数 
合計 

普及人数 77 
 

202 215 880 153 1,527 
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ク 健康教育・集団歯科保健指導 

開催日 事業名 内 容 場 所 
参加 
者数 

5 月～3 月 

(10回実施） 

厚木児童相談所・
一時保護所におけ
る歯科健康教育 

厚木児童相談所一時保護所に入所中
の学童を対象に歯科健康教育および
ブラッシング指導、幼児を対象に歯
科検診および保護所職員への仕上げ
みがき指導を実施 

厚木児童相談
所・一時保護
所 

96 

9 月 15 日 
座間市シルバー人
材センター研修会 

シルバー人材センター登録者を対象
に、介護予防のためのオーラルフレ
イル・低栄養対策について健康教育
を当所栄養士と実施 

市立生きがい
センター会議
室 ( 座 間 市 シ
ルバー人材セ
ンター内) 

9 

令和 6 年 
1 月 10 日 

愛川町生活習慣病
予防教室 

生活習慣病予防教室参加者を対象
に、むし歯・歯周病対策と口腔ケア
について講義 

愛川町健康プ
ラザ 

21 

1 月 19 日 
座間市介護予防講

演会 

高齢者の口腔機能向上（オーラルフ
レイル対策）と低栄養予防について、
当所栄養士と講義を実施 

座間市立市民
文化会館 

42 

 

ケ 人材の育成（研修・講習会） 

研修・ 

講習会名 
実施 
回数 内 容 

参加 

者数 

摂食機能発達

支援研修会 
1 

「子どもたちの育ちと摂食機能について」 

講師：昭和大学歯学部 口腔衛生学講座 

専任講師 内海 明美 氏 

開催方法：オンライン併用研修 

     動画配信研修 

※厚木市児童発達支援センターひよこ園「家族教室」、当

所特定給食施設等種別講習会、地域保健活動推進研修と合

同開催 

162 

管内歯科保健

担当者連絡会 
1 

「子どもへの良い声かけとは？」 

講師：ダリ成長発育研究所 所長 小野 芳明 氏 

開催方法：オンライン併用研修 

12 

地 域 包 括 ケ

ア・在宅医療

研修会 

1 

「多職種協働による包括的な口腔機能管理」 

講師：東京医科歯科大学大学院  

地域・福祉口腔機能管理学分野 教授 松尾 浩一郎 氏 

開催方法：オンライン研修 

     動画配信研修 

52 

災害時歯科口

腔保健対応対

策事業研修会 

1 

1 災害時の県央地域の被災想定と県の災害対策 

 講師：県央地域県政総合センター総務部県民・防災課 

職員 

2 災害時の歯科対策の基本的な考え方と全国での取組事例 

 講師：東北大学大学院歯学研究科 世界展開力強化事業

推進室 特任講師 中久木 康一 氏 

43 
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3 災害時の行政、歯科医師会の役割 

講師：東京都多摩立川保健所 歯科保健担当課長    

柳澤 智仁 氏 

開催方法：オンライン研修 

※厚木保健福祉事務所大和センターと合同開催 

 

コ オーラルフレイル健口推進員養成事業（平成23年度～） 

      8020 運動及びオーラルフレイル対策をはじめとする歯及び口腔の健康づくりを推進

するために養成されたオーラルフレイル健口推進員に対し、管内市町村及び関係機関・

団体等と連携して、推進員が自主的な活動を円滑に実施できるよう育成研修や活動支援

を行いました。 
   

（ア）オーラルフレイル健口推進員養成研修（健康増進課委託事業）受講状況 

市町村名 厚木市 海老名市 座間市 愛川町 清川村 合計 

参加者数  3(74)  (59)  2(74)  (20)  (11)  5(238) 

※（ ）内は、累計数（平成 23～令和 5年度の累計、令和 2・3年度は中止） 
 

（イ）オーラルフレイル健口推進員育成研修開催状況 

開催日 内  容 場 所 
参加 

者数 

9月1日 

【育成研修】 

1 内容： 

(1) 講話「お口の機能チェック」 

(2) 講話「がん検診と熱中症予防」 

2 講師：当所職員（歯科職、保健師） 

愛川町健

康プラザ 
17 

9月28日 

【育成研修】 

1 内容： 

 (1) お口の機能チェック 

 (2) 先輩推進員の活動紹介 

 (3) 健口体操の練習と実践 

2 講師：当所歯科職・雇用歯科衛生士 

厚木合同

庁舎 

11 

9月28日 

【スキルアップ研修】 

1 内容： 

(1) 講話「噛むことの効用」 

(2) 講話「食べて笑ってフレイル予防」 

 (3) 健口体操の復習・情報交換 

2 講師：当所歯科職、管理栄養士、雇用歯科衛生士 

30 

10月25日 

【交流会】 

1 内容： 

(1) 講演「諦めない！とにかく続ける～継続は力なり～」 

(2) 健口体操実演 

(3) 情報提供 

2 講師：原 眞奈美氏（健康運動指導士）、当所歯科職 

37 

令和6年 

1月25日 

【育成研修】 

1 内容： 

(1) 講話「知りたい！お口の健康づくり～その１～」 

(2) 健口体操の習得 

2 講師：当所歯科職、雇用歯科衛生士 

6 



３１ 
 

 

2月21日 

【育成研修】 

1 内容： 

 (1) 講話「知りたい！お口の健康づくり～その２～」 

 (2) お口の機能チェック 

 (3) 健口体操の習得 

2 講師：当所歯科職、雇用歯科衛生士 
厚木合同

庁舎 

6 

2月22日 

【交流会】 

1 内容： 

 (1) 講演「健口体操普及のい・ろ・は」 

 (2) 動画視聴研修 

  （令和5年度アドバンス研修録画動画） 

2 講師：大和地区オーラルフレイル健口推進員、 

当所歯科職 

24 

 

サ 災害時歯科口腔保健対応対策事業 

災害時に地域において歯科口腔保健対応の体制づくりを促進するため、厚木保健福

祉事務所大和センターと合同で、市町村及び関係団体との研修会を開催しました。 

（ア）研修会（再掲） 

実施日 内 容 講  師 参加者数 

令和 6 年 

3 月 21 日 

（オンライン

開催） 

1 災害時の県央地域の被災

想定と県の災害対策 

2 災害時の歯科対策の基本

的な考え方と全国での取

組事例 

3 災害時の行政、歯科医師会

の役割 

1 県央地域県政総合センター 

総務部県民・防災課職員 

2 東北大学大学院 歯学研究科

世界展開力強化事業推進室  

特任講師 中久木康一 氏 

3 東京都多摩立川保健所 歯科

保健担当課長 柳澤智仁 氏 

   

43 

 
（イ）その他 

災害時に円滑な情報伝達や歯科保健医療活動を行うため、災害時歯科保健医療

関係機関・団体連絡先一覧表の更新をしました。 

 

シ 在宅医療・地域包括ケアの推進に係る事業 

管内の在宅療養者の口腔ケア等の推進を図るため、口腔ケアに係る関係職種を対象

として研修会を開催しました。 

研修会（再掲） 

実施期間 内 容 講  師 参加者数 

令和6年 3月 7日 

(オンライン開催)  
3 月 18 日～31 日

（動画配信） 

多職種協働による包

括的な口腔機能管理 

東京医科歯科大学大学院 

地域・福祉口腔機能管理学分野 

教授 松尾 浩一郎 氏 

52 
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2 感染症・結核対策の充実 

(1) 感染症対策会議（平成24年度～） 

地域における感染症対策を推進するため、包括的な感染症対策会議として開催し

ました。（新型インフルエンザ等地域医療体制対策会議と合同） 
 

開催日 内  容 構成員 出席者数 

12月20日  

（Zoomによる 

 オンライン 

    開 催 ）  

1 神奈川県の感染症の発生動向について 

正しい検体採取方法及び梱包の仕方について 

2 感染症対策について 

3 神奈川県の新型コロナウイルス感染症につい

ての振返りについて 

4 各機関の対応状況について 

(医療機関・医師会・市町村・消防・警察) 

5 その他情報提供 

管内医療機関 

警察 

警察関係団体 

行政機関職員 

32 

 

 

（2）結核予防事業 

   平成19年3月31日で結核予防法が廃止され、結核は、平成19年4月1日から     

「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律｣の2類感染症に

なりました。 
 

ア 結核健康診断 

（ア）管理検診状況（昭和47年度～） 

再発防止のために、結核治療終了後必要な患者に検診を実施するもの。 

今年度 対象者なし 

 

（イ）接触者健康診断状況（昭和47年度～） 

患者が感染源となって接触者に感染させた疑いのある場合に家族及び接触の

あった者に健診を実施し、感染者の発病予防、発病者や感染源の早期発見に努

めました。 

受 診 者 数（実） 受 診 結 果（実） 

保健福祉事務所 医 療 機 関 要 医 療 発病の恐れのある者 異 常 な し 

64 25 0 11 78 
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イ 患者指導 

（ア）保健指導（延回数） 

訪問指導 所内指導 文書指導 

80 980 87 

 

（イ）定期病状調査 

治療終了後の経過観察者の適切な患者管理に資するために、医療機関へ 定

期病状調査を実施するもの。 

調査件数 0 

 

（ウ）服薬支援事業（平成20年度～） 

結核患者の確実な抗結核薬の服用により、結核の早期治癒・およびまん延

を防止するとともに、多剤耐性結核の発生を予防するため、服薬支援（DOTS）

を実施しました。     （延回数） 

訪問 DOTS 面接 DOTS 電話等 DOTS 

80 105 767 

 

（エ）DOTS カンファレンス（平成 27年 6月～） 

      結核治療が必要な患者（潜在性結核感染症患者を含む）に対し、個別支援計画を作成

し、服薬終了まで支援することを目的に、月に1度、各地区担当保健師で支援方法等につ

いて検討しました。 

実施回数 11 

 

（オ）コホート検討会（平成 27年度～） 

      DOTS 対象者全員の治療成績のコホート分析とその検討を行いました。その中で治療

不成功の原因を検討し、地域DOTS実施方法及び患者支援の評価・見直しを行いました。

新型コロナウイルス感染症業務により長らく開催していませんでしたが、今年度から

小田原保健福祉事務所と厚木保健福祉事務所大和センターでそれぞれ開催されたもの

に出席しました。 

実施回数 2 
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ウ 感染症診査協議会結核部会（平成 19年度～） 

「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律｣第24条により、同法第1

8条に基づく就業制限、第19・20条に基づく入院勧告及び第37条の2に基づく公費負担の

医療申請内容の適否について診査・協議するため、専門委員により毎月2回（原則第2・

第4水曜日）開催しました。 
 

診査件数  

区  分 18 条 19 条 20条 37 条の２ 

診査・報告件数 28 28 76 117 

承 認 28 28 76 114 

不承認 0 0 0 0 

保 留 0 0 0 3 

 

エ 研修 

結核医療従事者研修(平成8年度～) 

実施日 内   容 講   師 会  場 参加者数 

令和6年 

2月21日 

結核の基礎知識・結核を 

疑う患者発生時の対応 

結核予防会 結核研究所 

平尾 晋 先生 

オンライン

開催 
61 
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オ 結核患者の状況 

（ア）登録患者数 

ａ 年末現在登録患者数（活動性分類別・受療状況・市町村別） 

  （令和5年12月31日現在） 

区  分 総 数 

活 動 性 結 核 

不活動

性結核 

活動性

不明 

潜在性結核

感染症 

（別掲） 

肺 結 核 活 動 性 

肺外 

結核 

活動性 

登録時喀痰 

塗抹陽性 
登録時 

その他の 

結核菌 

陽性 

登録時 

菌陰性 

・ 

その他 
初回 

治療 
再治療 

治療中 観察中 

令和3年 99 7  5  8 48 31 7 16 

令和4年 83 6  3 5 3 36 30 4 5 

令和5年 37 2    1 14 11 4 5 

受

療

別 

入院 2 2         

他疾患入院 0          

在宅医療 6     1  2 3  

経過観察 26      14 7  5 

不明 3       2 1  

市

町

村

別 

厚木市 14 2     6 3 1 2 

海老名市 9      6  2 1 

座間市 12      2 7 1 2 

愛川町 2     1  1   

清川村 0          

 

ｂ 年末現在登録患者数（年齢階級別・活動性分類別） 

（令和5年12月31日現在） 

区  分 総 数 

活 動 性 結 核 

不活動

性結核 

活動性

不明 

潜在性結核 

感染症 

（別掲） 

肺 結 核 活 動 性 

肺外 

結核 

活動性 

登録時喀痰 

塗抹陽性 
登録時 

その他の 

結核菌 

陽性 

登録時 

菌陰性 

・ 

その他 

初回 

治療 
再治療 

治療中 観察中 

総  数 37 2    1 14 11 4 5 

   0～4歳 0          
5～9 0          

10～14 0          
15～19 1        1  
20～29 6 1     2 3   
30～39 3      1  1 1 

40～49 5     1 2 2   

50～59 3      1 1  1 

60～69 5 1     2 1 1  
70歳～ 14      6 4 1 3 

 

 



３６ 
 

 

（イ）新登録患者数（年齢別階級別・活動性分類別・市町村別） 

(令和5年1月1日～令和5年12月31日) 

区  分 

活 動 性 結 核 
潜在性

結核 

（別掲） 総数 

肺 結 核 活 動 性 
肺外 

結核 

活動性 

喀痰塗抹陽性 その他

の結核

菌陽性 

菌陰性 

・ 

その他 

初回 

治療 
再治療 

治療中 

令和3年 37 11 2 9  15 11 

令和4年 47 13 1 12 13 8 8 

令和5年 39 9 1 5 0 6 18 

0～4歳 0       

5～9 0       

10～14 0       

15～19 1      1 

20～29 6 1 1 1  1 2 

30～39 3   1   2 

40～49 3 2    1  

50～59 8     3 5 

60～69 6 1     5 

70歳以上 12 5  3  1 3 

市

町

村

別 

厚木市 17 4 1 2  3 7 

海老名市 14 3  2  1 8 

座間市 7 2  1  1 3 

愛川町 1     1  

清川村 0       

 

（ウ）結核登録率の推移（人口10万対・概数） 

年 
神 奈 川 県 管  内 

年末登録数 登録率 年末登録数 登録率 

昭和 50 31,581 493.6 1,038 374.6 

60 14,368 193.3 462 113.5 

平成  7 9,798 118.8 290 59.6 

17 5,289 60.2 196 38.4 

27 3,426 37.5 172    32.6  

29 3,028 33.1 152    28.7  

30 － － 154    29.1 

令和 元 － － 161 30.3 

2 － － 165 31.0 

3 － － 99 18.5 

4 － － 83 15.4 

5 － － 37 6.9 
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（エ）結核り患率の推移（人口10万対・概数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（オ）結核有病率（人口10万対） 

年 

神 奈 川 県 管    内 

年 末 登録 数 

(活動性結核) 
有病率 

年 末 登 録 数 

（活動性結核） 
有病率 

昭和 50 17,880 279.5 597 215.4 

60 5,944 80.0 194 47.6 

平成  7 3,559 43.2 112 23.0 

17 1,788 20.3 91 17.5 

27 922 10.1 45 8.5 

29 734 8.0 41 7.7 

30 － － 37 7.0 

令和 元 － － 24 4.0 

2 － － 28 5.3 

3 － － 20 3.7 

4   17 3.2 

5 － － 8 1.5 

（参考）令和5年12月1日現在 管内人口 538,417人 

※平成7年以前は非定型抗酸菌陽性患者を含む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 
神 奈 川 県 管    内 

新登録数 り患率 新登録数 り患率 

昭和 50 4,700 73.5 134 48.3 

60 2,869 38.6 78 19.2 

平成  7 2,496 30.3 101 20.7 

17 1,869 21.3 89 17.1 

27 1,311 14.4 71 13.4 

29 1,143 12.5 64 12.1 

30 － － 58 10.9 

令和 元 － － 58 10.9 

2 － － 39 7.3 

3 － － 37 6.9 

4 － － 47 8.7 

5 － － 39 7.2 
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 (3) 感染症予防事業  

ア 感染症発生及びまん延予防 

令和5年5月8日に新型コロナウイルス感染症の「感染症の予防及び感染症の患

者に対する医療に関する法律」（平成10年法律第114号）上の位置づけが五類感

染症へ変更となりました。 

また、必要に応じて調査及び健康診断を行いました。 

（ア）発生状況 

分類 病  名 発生件数 接触者数 便検査 
検査結果 

陽性 陰性 

1類  0     

2類 （結核を除く）※１      

3類 
腸管出血性大腸菌感染症 4 5 5 0 5 

腸チフス 0 0 0 0 0 

4類 

Ｅ型肝炎 1 

 

つつが虫病 2 

レジオネラ症 5 

5類 

 

アメーバ赤痢 2 

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 

侵襲性肺炎球菌感染症 4 

梅毒 65 

播種性クリプトコックス症 1 

百日咳 1 

風しん 0 

指定 新型コロナウイルス感染症※２ 512  

   ※１ 結核（2類）については別記   

※２ 新型コロナウイルス感染症については、R5.4.1～R5.5.7の発生件数 

 

（イ）同行者・関係者検病調査実施件数 

分類 病   名 調査数 接触者 便検査 

3類 腸管出血性大腸菌感染症等 4 5 5 

4類 レジオネラ症等 5 0  

5類 風しん等 0 0  
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（ウ）社会福祉施設における集団発生の調査・指導件数 

施設種別 件数 感染症の種類（件数） 

高齢者施設 401 
新型コロナウイルス感染症（392）、胃腸炎（5） 

インフルエンザ（3）、疥癬（1） 

保育園・幼稚園 27 

新型コロナウイルス感染症（2）、感染性胃腸炎（3） 

インフルエンザ(19)、手足口病(2)、 

ヒトメタニューモウイルス(1) 

学校 0  

医療機関 27 新型コロナウイルス感染症（27） 

その他 ※ 41 新型コロナウイルス感染症（41） 

※ 地域包括支援センター、居宅介護支援事業所、児童相談所一時保護所、 

  児童発達支援多機能型事業所等 

 

（エ）健康教育等  

開催日 内 容 対 象 者 参加者数 講師 

9月11日 新型コロナウイルス感染症と 

インフルエンザについて 
水道局職員 25人 当所保健師 

 

（オ）感染症発生動向調査事業（昭和56年度～） 

昭和56年7月から18疾病を対象に開始された本事業は、「感染症の予防及び感

染症の患者に対する医療に関する法律」の施行に伴い、感染症の発生情報の正確

な把握と分析、その結果の国民や医療関係者への的確な提供・公開について、法

による施策として位置づけられました。 

定点把握対象の5類感染症については、患者情報等を収集するため、定点医療

機関をあらかじめ選定しています。 

ａ 定点把握対象疾病 26疾病 

ｂ 定点医療機関 

(a)インフルエンザ定点 19か所（うち12か所は小児科定点が兼任） 

(b)小児科定点 12か所 

(c)眼科定点 3か所 

(d)STD定点             4か所 

(e)基幹定点 1か所 

 

 

 

 

 

 

 



４０ 
 

 

（カ）インフルエンザ施設別発生状況調査 (昭和48年度～)  
 

インフルエンザ様疾患による学校・学級閉鎖状況 

区   分 

令和５年度 令和４年度 

施設数 
閉 鎖 数 

欠席者数 施設数 
閉 鎖 数 

欠席者数 
学級 学年 施設※ 学級 学年 施設※ 

総   数 81 376 58 4 6,143 32 57 7 0 723 

幼 稚 園 5 7 0 0 48 2 3 1 0 51 

小 学 校 51 316 51 3 5,020 23 45 6 0 601 

中 学 校 22 52 4 1 1,047 7 9 0 0 71 

その他の学校 3 1 3 0 28 0 0 0 0 0 

※施設全体（全学年・全学級）を閉鎖した件数 

  

（キ）蚊媒介感染症対策のための平常時の取組み 

令和2年度から4年度までは新型コロナウイルス感染症まん延に伴い事業を中

止していましたが、令和5年度から再開しました。 

 a 日時：令和5年6月から10月の計5回 

 b 場所：厚木市ぼうさいの丘公園2か所設置 

      海老名市伊勢山自然公園2か所設置 

  c 内容：蚊の捕獲を行い、衛生研究所において、蚊の種の同定とウイルス検

査を実施 

  d 結果：捕獲数89匹のウイルス不検出（アカイエカ群、ヒトスジシマカ等） 
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(4) 性感染症予防事業（昭和23年度～） 

  性感染症予防・啓発 

性感染症（エイズを含む）の正しい知識の普及のために、中学生･高校生を対象に青少年

エイズ性感染症予防のための講演会を開催しました。 

青少年エイズ・性感染症予防講演会の開催状況（昭和40年度～） 

実 施 日 実  施  校  名 
参加者 

(学年） （人数） 
講   師  等 

7 月 7 日 海老名市立柏ヶ谷中学校 2 202 当所医師 

7 月 13 日 海老名市立大谷中学校 3 181 当所医師 

11 月 10 日 厚木市立南毛利中学校 3 255 当所医師 

令和6年 
2 月 19 日 厚木市立玉川中学校 3 133 当所保健師 

2 月 22 日 海老名市立海西中学校 3 147 当所医師 

2 月 29 日 海老名市立海老名中学校 3 181 当所保健師 

2 月 29 日 海老名市立今泉中学校 3 218 当所医師 

3 月１日 清川村立宮ケ瀬中学校 1～2 3 当所医師 

3 月 7 日 厚木市立睦合東中学校 3 175 当所医師 

3 月 15 日 海老名市立有馬中学校 2 202 当所医師 

中学校 小計 10 校 1,697 人 

7 月 14 日 神奈川県立中央農業高等学校 2 188 当所医師 
9 月 7 日 神奈川県立厚木清南高等学校 1～2 109 当所医師 

高等学校 小計 2校 297 人 

12 月 15 日 
神奈川県立座間養護学校 

有馬分校 
1～3 42 

当所医師 

特別支援学校 小計 1 校 42 人 
合 計     13 校 2,036 人 
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(5) エイズ予防事業 

ア エイズ予防・啓発（平成 5年度～） 

（ア）各種イベント等での啓発 

実 施 日 イベント名 内    容 配布部数 

12 月１日 世界エイズデー 
来所者への普及啓発物品の配

布・パネル展示の実施 

AIDS IS NOT OVER 

ポケットティッシュ 74 個 

絆創膏 42 セット 

   

（イ）エイズ、性感染症予防のための講演会 

計 13 校に実施 

       

イ エイズ検査・相談(昭和 61 年度～)  

エイズの感染予防及び県民の不安や疑問に対応するため、昭和 62 年 2 月からエイズの

抗体検査を行っています。また、昭和 61 年 4月から保健所に相談窓口を設置し、相談に

応じています。平成 18年 6月以降、即日検査を実施しています。平成 30年 4月以降梅毒

検査即日検査を希望制にて実施しています。 

（ア）エイズ相談・検査実施の推移 

   

 

昭和 

62 
23 24 25 

 

26 27  

 

28 

 

 

29 

 

30 

 

令和 

元 
２ ３ ４ ５ 

相談 152 400 529 585 558 542 459 437 454 481 289 193 517 540 

検査 113 220 220 266 239 234 193 186 216 212 72 59 50 98 

※検査については毎月2回開催予定（令和4年度は新型コロナ感染症の流行により10回の実
施） 
 

（イ）令和５年度エイズ検査（性･年齢別）実施状況 

年齢 

性別 
総計 0～19 歳 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60 歳以上 不明 

男 78 1 22 18 16 13 8  

女 20  15 2 3    

計 98 1 37 20 19 13 8 0 

 

（ウ）令和５年度梅毒検査（性･年齢別）実施状況 

年齢 

性別 
総計 0～19 歳 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60 歳以上 不明 

男 78 1 22 18 16 13 8  

女 20  15 2 3    

計 98 1 37 20 19 13 8 0 
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(6) 肝臓疾患対策事業（平成 7 年度～） 
 

ア Ｂ型(抗原)・Ｃ型(抗体)肝炎ウイルス検査 

ウイルス性肝炎の重症化防止等のために、来所によるＢ型及びＣ型の肝炎ウ

イルス検査と、受診券発行を行いました。 

区分 
来所による検査 

検査受診券発行 
検査者 陽性者 

Ｂ型 0 0 0 

Ｃ型 0 0 0 

Ｂ・Ｃ型 0 0 0 

 

イ 肝炎治療医療費助成 

神奈川県肝炎治療医療給付実施要綱に基づき、Ｂ型及びＣ型の肝炎ウイルス

のインターフェロン治療、Ｂ型肝炎ウイルスの核酸アナログ製剤治療、Ｃ型ウ

イルス性肝炎のインターフェロンフリー治療を行う者に対して、医療給付等の

申請について県への経由事務を行いました。 

区分 肝炎治療医療費助成申請件数 

交付申請 219 

その他 10 
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3 メンタルヘルス対策の充実 

(1) 精神保健福祉事業 

ア  精神保健福祉相談・訪問（昭和 32年度～） 

（ア）把握区分 

区   分 

人 数 

実人数 
 

延人数 
うち新規 

相  談 756 505 5,808 

訪問指導 140 8 505 

 

（イ）担当者 

区  分 総 数 医 師 福祉職 保健師 その他 

相  談 5,871 60  4,004 1,806 1 

訪問指導 537 11 346 178 2 

 

（ウ）診断 

区分 

実

人

数 

器

質

性

精

神

障

害 

ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
障
害 

覚
せ
い
剤
等
他
の
薬
物 

統

合

失

調

症 
気

分

障

害 

ス
ト
レ
ス
関
連
障
害

 

生

理

的

障

害

等 

成
人
の
人
格
・
行
動
障
害 

精

神

遅

滞 

心

理

的

発

達

の

障

害 

小
児
期
・
青
年
期
の
障
害 

て

ん

か

ん 

診

断

保

留 

精

神

障

害

と

認

め

ず 

未

受

診 

不

明 

相談 756 34 29 11 188 105 42 3 7 17 28 3 2 7 4 111 165 

訪問 140 6 5 2 71 16 6 1 2 6 4 0 0 0 0 11 10 

 

（エ）相談種別 

区 分 延人数 
治 療 の 

問 題 

生活上の

問 題 

社会参加

の 問 題 

心の健康

問 題 
その他 

相 談 5,808 3,247 1,363 146 480 572 

訪 問 指 導 505 249 143 13 30 70 

 

（オ）相談者 

区  分 総 数 本 人 家 族 医療機関 市町村 その他 

相  談 5,957 1,078 1,352 1,223 808 1,496 

訪問指導 990 377 191 145 106 171 

      

（カ）援助方法 

総  数 所内面接 電 話 文書(メール) 訪 問 

6,313 274 5,370 164 505 
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イ 教育広報活動 

（ア）普及啓発 

[本人・家族を対象とした教室] （昭和47年度～） 

開催日 区   分 内        容 参加者数 

 

9 月 15 日 
第 1 回 

家族と当事者の教室 

・精神症状の理解と対応について  

愛光病院 高井 彰 先生 

・市町村の家族会・当事者会の支援 

 40 

 

10 月 31 日 
第 2 回 

家族と当事者の教室 

【体験発表】 

・病気の受容のきっかけ 

・家族に対し望む接し方 

 55 

 

[本人・家族を対象とした教室の開催に向けた検討会] 

開催日 内   容 出席者 出席者数 

5 月 9 日 

第 1 回家族教室ワーキング 

「家族と当事者の教室（仮）」開催に

向けた検討 

当事者会、家族会、 

愛光病院、 

厚木保健福祉事務所  

5 

8 月 29 日 

第 2 回家族教室ワーキング 

「家族と当事者の教室」開催に向けた

検討 

当事者会、家族会、 

愛光病院、 

厚木保健福祉事務所 

6 

令和 6 年 

2 月 13 日 

第 3 回家族教室ワーキング 

「家族と当事者の教室」開催に向けた

検討 

当事者会、家族会、 

愛光病院、 

厚木保健福祉事務所 

5 

 

 

ウ 組織育成活動（昭和 52年度～） 

精神保健福祉関係団体 

区   分 援  助  内  容 援助回数 

精神障害者家族会 総会、会の運営助言等  

断 酒 会 一般酒害相談研修会 2 

精神福祉サービス事業所 総会、会の運営助言等 2 

 

 

 

 

 

 



４６ 
 

 

エ  医療保護関係事務 

（ア）精神保健診察（法27条） 

精神保健福祉法に基づく申請、通報に対し精神保健福祉センター兼務職員とし

て調査等を行いました。 

区 分 
件

数 

調査 指 定 医 診 察 結 果  

取

下

げ 

診

察

不

実

施 

診

察 要

措

置 

不 要 措 置 

医保 

入院 

任意 

入院 

応急 

入院 

入院外 

診 療 

医療 

不要 

23条 26 1 6 19 17    2  

※夜間休日の 23条については精神保健福祉センター職員が対応しています   

 

（イ）管内措置入院者等退院後支援の実施状況 

        計画等支援実施状況 

  （要支援者には計画書に同意しなかったが支援している人を含む） 
 

措置入院者 要支援者 計画書作成同意 計画書作成 

51 34 33 24 

 

（ウ）精神科病院実地指導・実地審査（法38条の6）（平成9年度～） 

ａ 精神保健福祉法に基づく精神科病院に対する実地指導 

総病院数 厚木市 座間市 清川村 

6 4 1 1 

 

ｂ 精神保健福祉法に基づく実地審査 

（措置入院者及び医療保護入院者等の精神保健指定医による診察）  （人） 

病院数 実施数 実人数 

審   査   結   果 

措置入院 医療保護入院 任 意 入 院 

継続 
措置 

不要 
継続 移行 

入院 

不要 
継続 移行 

入院 

不要 

6 6 33 2  22 1  8   
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（エ）医療機関から法定の届出等受理件数 

区         分 件数 

医療保護入院者入院届 680 

医療保護入院者退院届 750 

定期病状報告書（医療保護入院者） 538 

定期病状報告書（措置入院者） １ 

  計 1,969 

 

 

オ 自殺対策事業（平成23年度～） 

（ア）会議 

      平成27年度以降、地域精神保健福祉連絡協議会の部会として地域自殺対策連

絡会議・地域自殺対策ハイリスク地ネットワーク会議を開催しています。 

開催日 内     容 出 席 者 出席者数 

10 月 20 日 

地域自殺対策連絡会議 

(1) 令和 4 年度の自殺の状況 

(2)管内市町村の自殺対策の取組 

(3)関係機関による状況報告 

(4)認知症の高齢者のリスクについて 

助言者：相州病院長  

       小坂 淳 氏 

管内市町村、消防署、警

察署、東名厚木病院、海

老名総合病院、県央教育

事務所、精神保健福祉セ

ンター 

25 

10 月 20 日 

地域自殺対策ハイリスク地ネットワ

ーク会議 

(1) 自殺対策事業について 

(2) 統計にみる自殺の現状 

(3) 宮ケ瀬地域の自殺者の現状につ

いて 

(4) 地域自殺対策ハイリスク地域対

策の取り組みについて 

(5) 今後の取り組みについて 

助言者：東海大学医学部教授 

      山本 賢司 氏  

管内市町村、相模原市、消

防署（清川分署、鳥屋分署）、

警察署（厚木警察署、津久

井警察署）、宮ケ瀬ダム周辺

振興財団、県央地域県政総

合センター、精神保健福祉

センター(県、相模原市)、

地域の協力団体 

33 

7月28日 宮ケ瀬湖周辺地域自殺対策連絡会 

清川村、厚木警察署、厚木

土木事務所、相模原市、相

模原市精神保健福祉センタ

ー、津久井警察署 

14 

① 9月15日 

② 令和6年 
3月15日 

宮ケ瀬湖周辺地域パトロール連絡会 
清川村、清川村生きがい事

業団、厚木警察署 

① 10 

②  9 
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（イ）地域自殺対策研修会   

開催日 内   容 出 席 者 参加者数 

10 月 20 日 
ハイリスク地域対策

の取り組みについて 

管内市町村、相模原市、消防署（清川分署、

鳥屋分署）、警察署（厚木警察署、津久井

警察署）、宮ケ瀬ダム振興財団、県央地域

県政総合センター、精神保健福祉センタ

ー(県、相模原市)、地域の協力団体 

33 

 

（ウ）ゲートキーパー研修 

対   象 開催回数 参加者数 

ハイリスク地支援団体等 3 66 

行政職員 2 29 

 

（エ）市町村との連携及び協力  

自殺対策会議等出席回数等 5 回 

 

 カ 精神保健福祉地域包括ケア事業 

（ア） 会議 

（全体会議）地域精神保健福祉連絡協議会 

開催日 内   容 出 席 者 出席者数 

令和6年 

  2月7日 

(1) 自殺対策事業について  

(2) 精神保健福祉業務の状況に

ついて 

管内精神科病院、相談支援事

業所、家族会代表、市町村担

当課長、社会福祉協議会、精

神保健福祉センター等 

27 

 

（部会）精神保健福祉地域包括ケア会議 

開催日 内   容 出 席 者 出席者数 

5 月 26 日 

(1)精神障害にも対応した地域包括ケ

アシステムの構築に向けた意見交

換 

(2)長期入院患者の地域移行に関する

支援 

管内精神科病院・警察

署・市町村・相談支援

事業所・訪看・当事者・

家族会・精神保健福祉

センター 

23 

6 月 30 日 

(1)令和4年度厚木保健福祉事務所事

業報告と令和5年度事業計画 

(2)各関係機関の機能と役割について

意見交換 

管内精神科病院・警察

署・市町村・相談支援

事業所・訪看・当事者・

家族会・精神保健福祉

センター 

35 

12 月 8 日 

(1) 令和5年度上半期厚木保健福祉事

務所事業報告 

(2) 地域移行に向けた支援について

意見交換 

管内精神科病院・警察

署・市町村・相談支援

事業所・訪看・当事者・

家族会・精神保健福祉

センター 

34 
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（イ）ピアサポート活用に関する検討会(令和２年度～) 

開催日 内      容 出 席 者 出席者数 

11 月 8 日 

第 1 回ピアサポートの活用に係るワー

キンググループ 

(1) 自己紹介 

(2）これまでのワーキンググループの

経緯、ピアサポーターの定義の確認 

当事者、相州病院、相

談支援事業所、愛川町 

厚 木 保 健 福 祉 事 務

所・大和センター 

8 

12月 12日 

第 2 回ピアサポートの活用に係るワー

キンググループ 

(1) 実態調査（インタビュー・ガイド）

の確認 

(2) 役割分担と今後の予定について 

当事者、相州病院、相

談支援事業所、厚木保

健福祉事務所・大和セ

ンター 

6 

令和 6 年 

3 月 25 日 

第 3 回ピアサポートの活用に係るワー

キンググループ 

(1) 実態調査及びニーズ調査にかかる

インタビューを終えて、感想や気

づきの共有 

(2) インタビュー結果のまとめ方 

(3) 発表の仕方について 

(4) 次年度のワーキングの予定 

当事者、相州病院、相

談支援事業所、厚木保

健福祉事務所・大和セ

ンター 

6 

 

（ウ）精神保健福祉地域包括ケア研修(平成31年度～) 

実施日 内      容 対象者 参加者数 

令和6年  
1月12日 

精神障がいの理解と対応 県民、支援者 181 

 

（エ）精神科病院の長期入院患者地域移行事例検討 

       今年度 実績なし 
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4 認知症疾患対策の充実 

（1）認知症疾患対策保健福祉事務所事業（昭和 58年度～） 

高齢化が進む中で認知症高齢者が増加しています。また若年性認知症疾患も増加しているた

め、高齢者に限らず認知症疾患に関する相談を中心に活動を実施しました。 
 

ア 認知症疾患相談事業 

（ア）相談内容 

区    分 実
数 

延
数 

相  談  内  容  （延べ） 

疾
病
一
般 

問
題
行
動 

治
療
関
係 

看
護
介
護 

入
院
入
所 

福
祉
サ
ー
ビ
ス 

そ
の
他 

計 

総 数 79 465 117 288 39 25 50 96 160 775 

精 神 科 医 の 定 例 相 談 11 11 4 6 1 2 0 1 1 15 

保健師・福祉職の随時相談 68 454 113 282 38 23 50 95 159 760 
 

（イ）相談の対象と方法 

区分 相談件数 
相談の対象 相談の方法 

新規相談 継続相談 電  話 面  接 訪 問 その他 

総 数 465 46 419 405 28 28 4 

定 例 相 談 11 2 9 0 9 2 0 

随 時 相 談 454 44 410 405 19 26 4 

 

イ 支援事業 

開催日 内容 対象 出席者数 

9月29日 

認知症講演会 

「認知症の方への心理的な支援について 

～認知症の方をより理解し、支援するために

～」 

講師：東京慈恵会医科大学精神神経科診療部長 

繁田 雅弘 氏 

認知症支援に関わる

方、管内地域包括支援

センター、介護保険事

業所、訪問看護ステー

ション、行政職員等 

29 

 
(2) 普及啓発事業 

      アルツハイマー月間に若年性認知症についてのパネル掲示、認知症への理解を深めるた

めのリーフレット等の配架を行いました。 
 

(3) 認知症等行方不明 SOS ネットワーク及び認知症事業担当者会議 

開 催 日 内   容 出席者 出席者数 

6 月 9 日 

・認知症等行方不明 SOS ネットワークの取組み

状況及び課題について 

・認知症事業の取組み状況及び課題について 

管内市町村及び警

察担当者、保護協力

施設、県担当課 

 

30 
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5 難治性の疾患対策の充実 

(1) 難病対策地域協議会（平成 28年～） 

難病患者に対する保健・医療・福祉の連携システムを検討することを目的に、

平成9年より難病対策委員会を開催。平成28年度からは、難病の患者に対する医療

等に関する法律に基づき、厚木保健福祉事務所保健福祉サービス連携調整会議の

一環として、難病患者への支援体制の整備を図ることを目的に難病対策地域協議

会を開催しています。 
 

ア 難病対策地域協議会 

実施日 内   容 出 席 者 出席者数 

 
 

 
 

 

イ 実務担当者会議 

実施日 
（調査期間）

内   容 出 席 者 出席者数 

 

 

 

 

 

 

（2）難病患者地域支援対策推進事業（難病患者地域支援ネットワーク事業） 

厚生労働省の難病特別対策推進事業実施要綱に基づき、難病患者等の療養上の

不安解消を図るとともに、関係機関との連携により適切な在宅療養支援を行い、

患者家族の生活の質の向上を目的として実施しました。 
 

ア 訪問相談事業（平成 10年度～） 

医療相談等の事業に参加できない要支援難病患者について患者家族の精神的負担の

軽減、ＱＯＬの向上を図るため訪問相談員を派遣し、個別の相談・指導・助言を行いま

した。 

相談員 相談回数 家庭訪問（延） 所内相談（延） 

保健師 35 6 109 

 

（新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止）  

（新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止）  
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イ 医療相談事業（昭和 55年度～） 

患者及び家族の療養上の不安を軽減するために講演会・相談会・つどいを実施して

います。 

実施日 内   容 講   師 参加者数 

 

   

 
患者及び家族の療養上の適切な支援を行うために従事者を対象に講演会（従事者研

修）を実施しています。 

実施日 内   容 講   師 参加者数 

 

 

 

ウ 在宅難病患者一時入院事業（平成 17 年度～） 

患者の安定した療養生活を確保するため、在宅で介護が困難になった在宅難病患者

の一時入院の利用調整を実施しました。 

申請数（延） 利用数（延） 

7 6 

 

（3）特定疾患医療援護、特定医療費（指定難病）助成 

ア 特定疾患医療費給付 

神奈川県特定疾患医療給付実施要綱に基づき、入院通院をして治療を受けた者に対し

て、医療給付等の申請について県への経由事務を行いました。なお、この申請は一部の

疾患を除き、難病の患者に対する医療等に関する法律の施行に伴い、平成27年1月1日か

ら特定医療費（指定難病）助成制度へ移行しました。 

 

       特定疾患医療費給付申請件数 0件 

 

イ 特定医療費（指定難病）助成 

難病の患者に対する医療等に関する法律に基づき、支給認定等の申請について県への

経由事務を行いました。 

 

       特定医療費支給認定申請件数 新規481件、更新1,291件 

 

（4）先天性血液凝固因子障害医療給付（平成元年度～） 

平成2年1月1日施行の神奈川県先天性血液凝固因子障害医療給付実施要綱に基

づき、入院及び通院をして治療を受けた者に対して医療給付の申請について県へ

の経由事務を行いました。 

 

先天性血液凝固因子障害医療給付申請件数 0件 

（新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止）  

（新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止）  
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6  原爆被爆者健康管理及び福祉対策事業 

被爆者健康手帳、健康診断受診者証並びに各種手当の申請等について県への経由事務

を行いました。原爆被爆者等の定期健康診断を年2回（5月、11月）実施しました。 

 

（1）被爆者健康手帳等交付状況 

区         分 既交付 
新規交付 
（△は減） 

合計 
令和5年3月31日 

現在の交付数 

総                 数 419  △16 403 403 

被 爆 者 健 康 手 帳 130 △9 121 121 

第 1 種 健 康 診 断 受 診 者 証 5  5 5 

第 2 種 健 康 診 断 受 診 者 証 4  4 4 

被爆者のこども健康診断受診証 280 △7 273 273 

  

 

(2) 被爆者健康診断受診状況 

区     分 総 数 被爆者 
被爆者の

こ ど も 
要精検者 要治療者 

令和３年度総数 1 1 0 0 1 

令和４年度総数 3 1 2 0 0 

令和５年度総数 2 2 0 0 0 
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7 石綿による健康被害の救済支援事業 

(1) 相談対応状況（平成17年7月～） 

石綿（アスベスト）による健康被害に関して、県民の不安解消のための相談対

応を実施しました。 

 

相談件数 主 な 相 談 

5 アスベスト救済法相談等    累計105件 

 

(2) 申請状況 

 「石綿による健康被害の救済に関する法律」（平成18年法律第4号）に基づき、

石綿（アスベスト）による健康被害を受けられた方及びそのご遺族で、労災補償

等の対象とならない方に対して、救済給付の支給を行うための認定申請の受付、

送付（独立行政法人 環境再生保全機構）を行いました｡ 

 

申請件数 申 請 内 容 

1 認定申請・療養手当請求 
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8 地域保健師業務連絡会議等実施状況 

（1）地域保健師業務連絡会議 

開催日 内     容 場所 構成員 出席者数 

5 月 29 日 

議題 

1 地域保健師業務連絡会議に

ついて 

(1) 令和 4年度地域保健師業務

連絡会議実績報告 

(2) 令和 5年度地域保健師業務

連絡会議実施計画（案）に

ついて 

2 市町村および保健福祉事務所

における保健福祉事業につ

いて～令和5年度の新規事業

及び重点事業について～ 

3 保健師の人材確保・人材育成

について 

(1) 県新任保健師現任教育 

推進事業について 

(2) 各市町村・厚木保健福祉

事務所の保健師の人材確

保・人材育成について 

(3) 神奈川県の保健師の人材

確保・人材育成について 

4 情報提供等 

 

Zoomによ

るオンラ

イン開催 

厚木市  

健康づくり課 

 家庭相談課 

海老名市  

健康推進課 

職員課 

地域包括ケア推進課 

障害福祉課 

こども育成課 

座間市  

健康医療課 

子ども家庭課 

愛川町  

健康推進課 

国保年金課 

清川村  

保健福祉課 

上記所属の課長及び各

市町村保健師の代表者 
 
神奈川県健康増進課 

厚木児童相談所 

子ども支援課保健師 

厚木保健福祉事務所 

28 

 

（2）新任保健師研修会 

開催日 内     容 場所 対象 参加者数 

10 月 23 日 

テーマ「事例検討会」 
(1) 講義：「事例検討会について」 

講師：元平塚保健福祉事務所 

  保健福祉部長 

   彦根 倫子 氏 

(2)「厚木市の取組みについて」 

  講師：厚木市健康づくり課 

       副主幹 芦塚 裕美 氏 

(3) 事例検討会 

(4) 講評 

厚木合同庁舎

2号館 AB会議

室 

 

厚木保健福祉事

務所及び大和セ

ンター管内の実

務経験 

1から3年程度の

保健師･管理栄

養士（対象者の

キャリアレベル

A-1） 

21 
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 (3) 中堅保健師研修会（大和センター合同）  

開催日 内 容 場所 対象 参加者数 

第 1 回 

6 月 26 日 

 

第 2 回 

12 月 4 日 

テーマ 「プリセプター研修」 

第1回 

1 講義 

(1) 自治体における保健師の人材育成につい

て 

①神奈川県における保健師人材育成につ

いて 

講師：厚木保健福祉事務所 
保健福祉部長 磯﨑 夫美子 氏 

②海老名市の保健師人材育成について 
  講師：海老名市健康推進課  

副主幹兼保健師 齋田 瑠美 氏 

(2) プリセプター保健師の役割および 
経験学習 

   講師：国際医療福祉大学大学院 

医療福祉研究科 教授  

嶋津 多恵子 氏 

2 グループワーク 

   講師：東海大学 医学部看護学科  

准教授 吉野 純子 氏 

第2回 

1 講義① 

「経験学習を深める人材育成面接」 

講師：国際医療福祉大学大学院  

医療福祉研究科 教授 

嶋津 多恵子 氏 

2 グループワーク① 

3 講義② 

「『共に成長する』ために必要なこと～ 

プリセプターを経験し学んだことから」 

   講師：座間市健康医療課  

保健予防係 尾花 幸美 氏 

4 講義③ 

「プリセプターを担うことによる学び 

～経験学習と変容的学習～」 

   講師：国際医療福祉大学大学院 

 医療福祉学研究科 教授  

嶋津 多恵子 氏 

5 グループワーク② 

6 特別講演 

 「保健師人材育成で大切にしたい 
～公衆衛生看護の倫理～」 

講師：聖路加国際大学看護学研究科 

       教授 麻原 きよみ 氏 

厚 木 合 同

庁舎2号館

AB 会議室 

管 内 市 町

村･県の中

堅保健師 

（自治体保

健 師 の 標

準的なキャ

リアラダーA

－３～４） 

第 1回

27 

 

第 2回

23 
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（4）保健師リーダー連絡会  （大和センター合同） 

開催日 内     容 場所 構成員 参加者数 

11 月 8 日 

テーマ 

「統括保健師、統括保健師を支える保健師

の役割」 

1 講義 

(1)「リーダー保健師としての役割や心構

え」 

   綾瀬市健康こども部こども未来課  

参事兼課長 今井 美智代 氏 

(2)「統括保健師、統括保健師を支える保健

師に求められること」 

 公立学校法人  

神奈川県立保健福祉大学  

教授 臺 有桂 氏  

2 グループワーク 

3 講評 神奈川県立保健福祉大学 教授 

厚木保健

福祉事務

所大和セ

ンター 

講堂 

厚木保健福祉

事務所及び大

和センター管

内の市町村・

県の総括的な

立場の保健師

（自治体保健

師の標準的な

キャリアラダ

ーA4～5 及び

B レベルの保

健師） 

21 

 

（5）代表幹事会 

開催日 内       容 場所 構成員 出席者数 

令和 6年 

3 月 8日 

1 令和５年度地域保健師業務連絡会議につい

て 
2 令和６年度地域保健師業務連絡会議等の

計画について 

3 その他 

厚木合同庁

舎 1号館 

C 会議室 

厚木保健福

祉事務所管

内市町村の

代表幹事 

10 
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（6）令和５年度保健師学生地域実習受入れ連絡会 

開催日 内       容 方法 構成員 出席者数 

令和 6年 

3 月 11 日 

【第一部】 

1 令和５年度実習について 

実習状況等について（時期、打

合せの内容、実習態度、記録類

等） 

2 令和６年度実習について 

(1) 市町村及び保健福祉事務所の

実習受け入れ分担について 

(2) 地域保健実習合同セミナー市

町村保健活動の紹介などの役

割分担について 

3 その他 

(1) 令和５年度保健所・市町村実

習検討会議の報告について 

(2) 保健師学生の管内市町村保健

事業見学会について 

【第二部】 

1 令和５年度実習の振り返りと令和

６年度の実習について 

2 実習に関する要望・希望について 

3 保健師学生の管内市町村保健事業

見学会について 

4 その他 

Zoomによる

オ ン ラ イ ン

開催 

【第一部】 

市町村・保健福

祉事務所 保健

師学生実習受け

入れ担当者 

 

【第二部】 

市町村・保健福

祉事務所 保健

師学生実習受け

入れ担当者  

大学担当教員 

第一部 

12 

第二部 

18 
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9 保健師業務 

（1）家庭訪問（人数） 

総   数 

種                  別 

感

染

症 

結

核 

精

神

障

害 

心身障害 
生 活 
習慣病 難

 
 

病 

小児特定 そ
の
他
疾
病 

未熟児 妊 

産 

婦 

そ 

の 

他 

1
歳
未
満 

6
歳
未
満 

18
歳
以
下 

39
歳
以
下 

40
歳
以
上 

3 9
歳
以
下 

40
歳
以
上 

1
歳
未
満 

6
歳
未
満 

18
歳
未
満 

18
歳
以
上 

1
歳
未
満 

1
歳
以
上 

新 148 13 20 50       4 20  18 5  7    12 

旧 275 12 60 125        13  41 4  20      
訪問内容別再掲 

精神障害 特定疾患 介護保険 

児
童
虐
待 

小児アレルギー疾患 
高
齢
者
虐
待 

社
会
復
帰 

老
人
性
認
知
症 

ア
ル
コ
ー
ル 

膠
原
病 

血
液
系 

循
環
器 

神
経
系 

消
化
器 

専
門
調
査 

苦
情
等
調
査 

喘
息 

ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎 

そ
の
他
ア
レ
ル

ギ
ー
の
疑
い 

14 5 1    18 2   1     

36 9     13    6     
 
 

（2）所内指導（人数） 

項 
 

目 

計 

感
染
症 

結
核 

精
神
障
害 

老
人
性
認
知
症 

心
身
障
害 

障
害
児 

生
活
習
慣
病 

難
病 

小
児
特
定 

そ
の
他
の
疾
病 

妊
婦 

産
婦 

未
熟
児 

乳
児 

幼
児 

思
春
期 

エ
イ
ズ 

女
性
の
健
康 

そ
の
他 

面接 647 17 109 79 18 1  7  376 32 2 1      1 4  

電話 4,109 813 784 1,528 164 1 91 1 399 254 9 1   1 3 3 2 29 26 

文書 
メール 526 279 87 78   11  37 34           

合計 5,282 1,109 980 1,685 182 2 109 1 812 320 11 2 0 0 1 3 3 3 33 26 

所内指導（未病再掲） 

項

目 

老
人
性 

認
知
症 

生
活
習
慣
病 

そ
の
他
の 

疾
病 

妊
婦 

産
婦 

乳
児 

幼
児 

思
春
期 

女
性
の
健
康 

そ
の
他 

計 

合計 182 1 11 2 0 1 3 3 33 26 262 

 

（3）家庭訪問以外の保健活動 

項目 合計 健康相談 集団検診 健康教育 デイケア 地区組織活動 

開設回数 48 20 0 23 0 5 

指 導 延 人 員 1,939 30 0 1,827 0 82 
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10 保健福祉サービス連携調整会議 

管内における関係機関、団体等の連携により行われる各種保健福祉サービスの効果的かつ円滑

な推進を図るため、委員会・協議会を開催しています。令和5年度は新型コロナウイルス感染症

対応の影響を鑑み、開催方法を検討した結果は以下の通りです。詳細は、掲載ページをご確認く

ださい。 

 

令和 5年度厚木保健福祉事務所保健福祉サービス連携調整会議（委員会・協議会の総称） 

委員会・協議会名称 開催回数 掲載ページ 担当課 

母子保健委員会 1回・実務担当者会議2回 P.13 

保健福祉課 地域食生活対策推進協議会 1回・実務担当者会議1回 P.19 

歯及び口腔の健康づくり推進委員会 1回・部会2回 P.25 

地域精神保健福祉連絡協議会 1回・部会3回 P.48 

保健予防課 

難病対策地域協議会 実施せず P.51 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


